
で
受
容
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
音
楽
が
Ｃ
Ｄ
と

し
て
販
売
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
な
ど
の

都
市
で
大
掛
か
り
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
模
様
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で
も
閲
覧
可
能
で

あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
南
ア
ジ
ア
芸
能
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
芸
能
実
践
者
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
の
ロ
ー
カ
ル
な
社
会
関
係
の
枠
を
超
え
た

観
客
・
鑑
賞
者
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
芸
能

を
変
容
さ
せ
て
い
る
。
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て

も
、
イ
ン
ド
都
市
部
の
中
産
階
級
が
、
よ
り

「
イ
ン
ド
ら
し
い
」
芸
能
を
求
め
る
と
い
っ
た
嗜

好
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
幅
広
い
観
客
・
鑑
賞

者
の
要
望
を
実
践
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
解
釈

し
、
芸
能
実
践
と
し
て
実
現
さ
せ
て
い
る
か
、

そ
し
て
、
芸
能
が
変
容
し
て
い
く
な
ら
、
こ
れ

ま
で
の
「
伝
統
的
」
な
技
能
や
知
識
の
継
承
は

ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
問
い
を
、
実
践
者
た
ち

の
視
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

ド
バ
イ
で
買
っ
た「
イ
ン
ド
音
楽
」Ｃ
Ｄ

わ
た
し
の
目
の
前
に
三
枚
組
み
の
Ｃ
Ｄ
セ
ッ
ト

が
あ
る
。『
イ
ン
ド
・
完
全
ガ
イ
ド
』
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
会
社
が
発
売
元
で
あ

る
。
確
か
二
〇
〇
八
年
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

ド
バ
イ
の
空
港
で
、
搭
乗
便
を
待
っ
て
い
る
あ
い

だ
に
購
入
し
た
も
の
だ
。
一
枚
目
に
は
イ
ン
ド
映

画
の
名
曲
、
二
枚
目
に
は
芸
術
的
な
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
音
楽
が
収
録
さ
れ
、
三
枚
目
は
「
デ

シ
（
南
ア
ジ
ア
系
）・
ビ
ー
ト
と
更
に
…
…
」
と

題
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
を
超
え
た
さ
ま
ざ
ま

な
曲
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
枚
目
、
三
枚
目

に
は
イ
ギ
リ
ス
や
北
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
す
る
イ
ン

ド
系
歌
手
の
曲
が
並
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、

二
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
の
冒
頭
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ

の
ナ
ジ
マ
・
ア
ク
タ
ー
ル
と
、
イ
ン
ド
生
ま
れ
、

カ
ナ
ダ
育
ち
の
キ
ラ
ン
・
ア
フ
ル
ワ
リ
ア
の
曲
が

並
ん
で
い
る
。
二
人
の
女
性
歌
手
が
他
に
発
表

し
て
い
る
曲
を
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
で

検
索
す
れ
ば
よ
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
製
作
さ
れ
た

「
イ
ン
ド
音
楽
」
の
Ｃ
Ｄ
を
日
本
人
が
湾
岸
諸
国

で
購
入
し
、
聴
く
と
い
う
こ
の
事
例
は
、
確
か

に
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
が
相
互
に
つ
な

が
り
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
よ
ば
れ
る
地

球
規
模
の
一
体
化
現
象
を
端
的
に
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
・
文
化
的
側
面

二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
っ

た
現
在
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
経
済
自
由
化
の

方
向
に
舵
を
切
っ
た
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
南

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
影
響
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
顕
在
化
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
お
も
に
経
済
的
・

政
治
的
側
面
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
日
本
で

報
道
さ
れ
る
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
電
話
会
社
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
イ
ン
ド
に
あ
り
、
イ
ン
ド
人

従
業
員
が
ア
メ
リ
カ
な
ま
り
の
英
語
で
顧
客
に

話
す
、
Ｈ
＆
Ｍ
や
ユ
ニ
ク
ロ
と
い
っ
た
フ
ァ
ス
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
縫
製
工
場
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
あ
る
、
と
い
っ
た
お
も
に
経
済
的
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
断
片
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

で
は
、
南
ア
ジ
ア
の
社
会
・
文
化
的
側
面
に
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う

な
問
い
を
立
て
、
組
織
さ
れ
た
の
が
、
民
博
の

共
同
研
究
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で

変
容
す
る
南
ア
ジ
ア
芸
能
の
人
類
学
的
研
究
」

で
あ
る
。
組
織
の
中
心
は
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
儀
礼
、
演
劇
、
舞
台
、
音
楽
な
ど
の
芸
能
研

究
を
お
こ
な
っ
て
き
た
文
化
人
類
学
者
た
ち
だ
。

南
ア
ジ
ア
の
芸
能
は
、
特
定
の
カ
ー
ス
ト
集
団

に
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
宗
教
と
の
か
か

わ
り
合
い
が
深
い
。
芸
能
の
現
在
を
み
る
こ
と
で
、

南
ア
ジ
ア
の
社
会
構
造
や
世
界
観
が
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
変
わ
っ
て
い
く
様
も
理
解
で

き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

観
客
・
鑑
賞
者
の
広
が
り

本
研
究
で
ひ
と
つ
注
目
し
て
い
る
の
は
、
南
ア

ジ
ア
芸
能
の
実
践
者
と
観
客
・
鑑
賞
者
と
の
あ

ら
た
な
関
係
で
あ
る
。
現
在
、
南
ア
ジ
ア
芸
能

の
観
客
・
鑑
賞
者
は
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
が
在
外
南

ア
ジ
ア
人
で
あ
る
。
観
客
・
鑑
賞
者
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
拡
大
と
と
も
に
、
芸
能
実
践
者
た
ち
も
南

ア
ジ
ア
地
域
の
境
界
線
を
越
え
る
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
実
践
者
と
鑑
賞
者
の
関
係
も
変
化
す

る
。
た
と
え
ば
、
西
部
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
州
の
大

衆
劇
が
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
ド
バ
イ
の
ゴ
ア

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
上
演
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
ゴ
ア
出
身
の
人

び
と
で
あ
り
、
ゴ
ア
社
会
独
自
の
演
劇
の
様
式

が
、
観
客
と
の
あ
い
だ
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
欧
米
在
住
の
南
ア
ジ
ア
系
移
民
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
、
イ
ン
ド
人
演
奏
家
が
招
へ
い
さ
れ

る
場
合
、
そ
こ
で
演
奏
家
に
と
っ
て
重
要
な
の

は
、
移
民
二
世
・
三
世
が
自
身
の
ル
ー
ツ
を
投

影
で
き
る
「
南
ア
ジ
ア
ら
し
さ
」
を
ど
の
よ
う

に
提
示
す
る
か
で
あ
る
。

更
に
、「
南
ア
ジ
ア
」
外
の
観
客
・
鑑
賞
者
に

よ
る
芸
能
の
消
費
に
対
し
て
、
芸
能
実
践
者
た

ち
が
従
来
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
異
な
る
形
で

対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
イ
ン
ド
北
西
部
、
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン

州
の
楽
士
集
団
の
歌
謡
が
、「
ジ
プ
シ
ー
音
楽
」

や
「
イ
ン
ド
の
伝
統
音
楽
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

メディアの多様化は人と情報の移動を促し、文化や社会構造にいまだかつてない大きな変化をもたらしている。
しかし、その変化を生みだす要因は異国の情報を仕入れ、受容することのみにとどまらない。
現代における伝統の継承と拡散、文化の再構築といった側面を南アジアの芸能をとおしてみてみたい。

松
ま つ か わ

川 恭
きょう

子
こ

奈良大学准教授

ゴアの劇場前にかかげられた演劇の看板

ロンドンにあるインド文化学校のシタール授業風景（撮影・岡田恵美）

グローバリゼーションと南アジア芸能の実践者たち

共
同
研
究

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
変
容
す
る

南
ア
ジ
ア
芸
能
の
人
類
学
的
研
究
」

代
表
：
松
川
恭
子

2
0
1
1
年
10
月
～
２
０
１
5
年
3
月

第
2
回
研
究
会
を
3
月
初
旬
に
開
催
す
る
予
定
。
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